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令和４年度 昭和小学校 学校評価書 
※ 網掛けのない部分が評価計画，網掛けの部分が評価結果を受けて記入する。 

１ 教育目標（目指す児童像含む） 
（１）基本目標 

 国際社会の中で，日本人としての自覚を持ち，心身ともに健康で想像力に富み，豊かな情操と正しい判断力・実践力

のある心豊かで，たくましく生きる児童を育成する。           
（２）具体目標  

心豊かで思いやりのある子  健やかでたくましい子  自ら学び自分をのばす子 
≪目指す児童像≫ 「やさしい子」    「元気な子」      「よく学ぶ子」 

 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

学校教育目標の達成を目指して学校経営を進めるにあたり，児童にとって「行きたくなる学校」，保護者や地域住民にとっ

て「行かせたい学校」，教職員にとって「勤めたい学校」，そして誰にとっても「魅力ある学校」にしたいと考える。 

そのため，地域の教育資源を積極的に活用しながら創意工夫を生かして本校独自の教育活動の充実を図り，「特色ある学校

づくり」を推進する。 

≪目指す学校像≫ 「活気ある学校」   「安全・安心な学校」   「地域とともにある学校」 
 
３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

（１） 教育活動の質の一層の向上を目指し，カリキュラム・マネジメントにより学習効果の最大化を図るとともに，本年度の

重点目標等について学校と保護者，地域住民が共有できるようにしながら地域の教育力を有効に活用して特色ある教育活

動を推進する。 
（２）「心豊かで思いやりのある子」を育成するため，自他の生命と人権を尊重する心や思いやりの心など育む豊かな体験活

動と，全教育活動を通した道徳教育を推進する。 
（３）「健やかでたくましい子」を育成するため，健康で安全な生活ができる基本的生活習慣を身に付ける指導と，体力の向上

を図る教育活動を推進する。 
（４）「自ら学び自分をのばす子」を育成するため，学ぶ意欲を高めながら，知識・技能を確実に身に付け，思考力・判断力・

表現力を育む学習活動を推進する。 
（５）全ての教職員が，倫理観と使命感をもつとともに真摯な態度で自己研鑽に努め，児童一人一人を大切にする教育活動を

実践し，誰からも信頼される教職員として職務に励む。 

（６）教職員が健康でいきいきとやりがいをもって勤務し，児童と向き合いながら質の高い教育が行えるよう，教職員の働き

方改革の視点に立ち，職場環境改善のための取り組みを推進する。 

（７）○星が丘地域学校園小中一貫教育を「自己肯定感を高めること」を最重点目標として推進するとともに，学校地域協議

会との連携強化により地域とともにある学校づくりを推進する。 

 

 

 
４ 教育課程編成の方針 

（１） 日本国憲法，教育基本法，学校教育法，小学校学習指導要領に示された教育の目標や内容，県・市の学校教育の重点，努力の方向に

基づき，更には地域社会や児童の実態等を十分に把握し「人権尊重の教育」を基盤に，調和と統一のある教育活動を積極的に推進する。 

（２） 心身の発達段階や特性・子どもの育成に関わる多くの関係者の願いを考慮し「一人一人が優しさへの感性を豊かに備え，それ

ぞれの可能性を最大限に発揮できる学校」を目指す。 

（３） 学習指導要領の原則を踏まえ，教育内容の質的・量的な充実を目指した学習指導を展開し基礎的・基本的な事項の定着と個に応じた

学習活動の展開の充実に努める。 

（４）各教科・道徳・特別活動・総合的な学習の時間・外国語活動などの関連を図り，調和と統一のとれた編成に努める。 

（５）前年度活動の評価等，地域社会の実情・児童の実態等を踏まえ，柔軟な指導の形態・指導法の工夫・教育資源（人・地域・機関等）の

活用につとめ，一人一人の教育的な課題がより確かに解決が図られるよう展開を工夫する。 

 

[星が丘地域学校園教育ビジョン]  未来を見つめ，学び続ける力の育成 
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５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 
【 学 校 運 営 】 
合言葉を《からだ元気 こころ元気 元気に学ぶ 昭和の子》として，全教職員がチーム力を高めながら活気ある

学校づくりに努め，『昭和の子 元気プラン２０２２』を推進する。 

また，地域の教育力をこれまで以上に有効に活用して特色ある教育活動を推進するとともに，学校地域協議会〈夢

工房〉と一体となって，地域ととともにある学校づくりを推進する。 

【 学 習 指 導 】 
～主体的・探究的・協働的に学ぶ児童の育成～ 

・ 児童が自ら考え分かりやすく表現できるようにするための授業の進め方の工夫 

・ 基礎・基本定着のための学習タイムの実施と家庭学習の習慣化 

○ 夢や希望の実現に向けて努力する態度を育むためのキャリア教育の推進 

・ よりよい授業を目指した学力調査等の結果を分析・活用した授業改善 
【 児 童 生 徒 指 導】 
～自分を大切にし，他者もかけがえのない存在として大切にする態度・実践力の育成～ 

○ 自己肯定感を高めるための認め励ます指導の推進 

・ 進んで元気なあいさつができるようにするための，児童主体のあいさつ運動の促進 

・ すべての児童が楽しく明るく生活できるようにするためのいじめゼロ運動の推進 

・ 豊かな心を育むための地域の教育資源を生かした体験活動の実施 

【健康（体力・保健・食・安全）】 
～自他の命や健康の大切さを知り，健康・安全・体力の向上に心がける態度・実践力の育成～ 

・ 自分の命を守る行動力を身に付けるための，安全指導の推進 

・ 自らの健康を管理する力を身に付けるための，保健教育と食育の推進 

・ 進んで運動し体力を高めるための，外遊びの奨励や各種体力検定の実施 

・ 心身のたくましさを育むための八幡山を活用した活動の実施 
 
６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 
評 価 

      

 
目 
 
指 
 
す 
 
児 
 
童 

Ａ１ 児童は，進んで学習

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，授業中，話をし

っかりと聞いたり発表し

たりするなど，進んで学習

に取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ９０%以上 

① 授業において，児童が自ら考え分か

りやすく表現できる学習活動を重

視する。 

② 学習に関する基本的な行動様式に

ついて共通認識を図り，学年の発達

段階や実態に応じた指導を繰り返

し行う。 

③ 主体的・対話的で深い学びの実現に

向け，授業研究会や授業を相互に見

合う機会を充実し，指導力の向上に

努める。 

Ｂ 

【達成状況】 
児童の肯定的回答は 94.7％と数値目標を上

回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②③を継続して実施する。 
①については，児童同士の意見の交流を重

視した学習活動を取り入れるように努め

る。 
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の 
 
姿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目 
 
指 
 
す 
 
児 
 
童 
 
の 
 
姿 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ２ 児童は，思いやりの

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対しても，

思いやりの心をもって優

しく接している。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

① 体験活動と関連を図った道徳科の

授業を実施し，生命や人権を尊重す

る心や，人を思いやる心などを涵養

する。 

② 人権教育年間指導計画に基づき，全

教育活動を通して人権教育を計画

的に実施する。 

③ 児童会活動や縦割り班活動など学

年を越えた活動を通して，相手の立

場を考えて思いやる心を育む。 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，児童が 92.2%，教職員が

95.8％と数値指数を大幅に上回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②③の取組を継続して実施するととも

に，児童会活動における異学年交流を通し

て更に思いやりの心を育てていきたい。 

Ａ３ 児童は，きまりやマ

ナーを守って，生活を

している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，きまりやマナー

を守って生活をしてい

る。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

 

① 「昭和小１０の約束」に基づく全

校共通理解のもとで，学年の発達

段階に応じながら基本的生活習慣

の定着を図る。 

② きまりやマナーを守って行動して

いることを，児童が相互に認め合う

場や教師が称賛する機会を数多く

設け，意識付けしながら実践意欲を

高める。 

③ 校外でもきまりやマナーを守れる

よう，地域や保護者と連携を図りな

がら，児童の規範意識を高められる

ように指導する。 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，教職員が 95.8％，保護者が

98.2%と数値指標を大幅に上回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②の取組を継続して実施するとともに，

児童会が中心となって，きまりやマナーを

守れるように呼び掛けるなど，児童の規範

意識を更に高められるようにしたい。 
 

Ａ４ 児童は，時と場に応

じたあいさつをして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，時と場に応じた

あいさつをしている。」 

における肯定的回答 

⇒児 童  ８５%以上 

⇒地域住民 ８５%以上 

 

① 年間を通して，児童会を中心とした

主体的なあいさつ運動を展開する。 

② 学年の発達段階や実態に即しなが

ら，相手に伝わるようなあいさつ

や，その場にふさわしい言葉づかい

ができるよう継続的な指導を行う。 

③ 自ら進んであいさつすることや，そ

の場にふさわしい言葉づかいにつ

いて，家庭での指導を保護者に働き

かける。 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，児童が 92.2％，地域住民が

100％と数値指標を上回っているが，児童の

肯定的回答は昨年度よりやや下がってい

る。 
 
【次年度の方針】 
①②③の取組を継続して実施するととも

に，児童会だけでなく，全校児童が積極的に

あいさつ運動に関われるような取り組みを

検討していく。 

Ａ５ 児童は，目標に向か

ってあきらめずに，粘

り強く取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，夢や目標に向かっ

てあきらめずに，粘り強く

取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

① 児童の自己肯定感を高められるよ

う，児童相互に認め合う場を数多く

設けるとともに，担任も認め励ます

指導に努める。 

② 各教科の授業や各種検定等におい

て，児童が目標をもって取り組む機

会を設けるとともに，目標の達成に

向けて努力している児童を称賛す

る。 

③ 道徳の授業において，目標をもって

粘り強く取り組むことの大切さに

気付かせるとともに，そうした実践

に向けた意欲を高める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，児童が 89.7％，教職員が

95.8％と数値目標を上回っている。 
 
【次年度の方針】 
キャリアパスポートも活用しながら①②③

を継続して実施する。 
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Ａ６ 児童は，健康や安全

に気を付けて生活し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，健康や安全に気

を付けて生活している。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ９０%以上 

⇒保護者 ９０%以上 

① 児童が自分の健康に気を付けて自

ら健康を管理できるよう，学級活

動，体育，学校行事と関連を図った

保健教育や日常の生活指導を行う。 

② 学校給食と各教科等との関連を図

った指導のもと，栄養のバランスの

とれた食事や望ましい食習慣の形

成を図る。 

③ 危機を予測し自らの命を守り抜く

行動力を育成するため，日常指導に

おける安全教育を充実するととも

に，交通安全教室，避難訓練等を計

画的に実施する。 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，教職員が 100％ 保護者が，

93.4％と数値指標を上回っており，昨年度

とほぼ同じ状況である。 
 
【次年度の方針】 
①②③の取組を継続して実施する。 

Ａ７ 児童は，夢や目標を

もって，社会に貢献で

きるよう努力してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，夢や目標に向かっ

て，あきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒保護者 ８０%以上 

① 宮・未来キャリア教育年間指導計画

に基づき，児童が自らのよさを自覚

して夢や目標の実現に向けて取り

組もうとする意欲や，望ましい勤労

観や職業観を，全教育活動を通して

意図的・計画的に育む。 

② 家庭や地域社会との連携による体

験的活動「昭和小インターンシッ

プ」を実施し，キャリアパスポート

を効果的に活用することで，児童が

将来の夢や希望を描いたり，実現に

向けて努力したりする態度を育成

する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，児童が 89.7％，保護者は

88.0％と数値指標を上回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②の取組を継続して実施する。 

Ａ８ 児童は，英語を使っ

てコミュニケーショ

ンしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，英語を使ってコ

ミュニケーションしてい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

⇒教職員 ８０%以上 

① 外国語活動・外国語の授業を通し

て，言語や文化について体験的に理

解を深め，積極的にコミュニケーシ

ョンを図ろうとする態度を育成す

る。 

② 外国語では，デジタル教科書等の活

用を通して，コミュニケーション能

力の向上を図る。 

③ 外国語活動・外国語の授業に関する

校内研修や授業を相互に見合う機

会を充実して指導力の向上を図る。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，児童が 92.2％，教職員が

95.8％と数値目標は上回っている。 
 
【次年度の方針】 
一人一台端末やデジタル教科書等を活用し

ながら，①②③を継続して実施する。 
コロナ禍で日常生活におけるコミュニケー

ションが難しくなっているが，外国語や外

国語活動の授業の中では，英語を使って話

す活動を多く取り入れるようにする。 

Ａ９ 児童は，宇都宮の良

さを知っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，宇都宮の良さを知

っている。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８０%以上 

① 生活科，社会科，特別な教科道徳，

総合的な学習の時間の授業や，市内

や地域での校外学習等において，学

習内容に関連させながら児童が身

近な地域や宇都宮市の良さに気付

く指導に努める。 

② 教師自身が宇都宮市の歴史，文化，

伝統産業，特産物等について理解を

深められるよう努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
児童の肯定的回答は 87.8％と数値目標を上

回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②の取組を継続して実施する。 
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Ａ10 児童は，ＩＣＴ機器

や図書等を学習に活

用している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，ＩＣＴ機器や図

書等を学習に活用してい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

① 児童がコンピューターや情報通信

ネットワークなどの情報手段に親

しみ，適切に活用する能力を育成で

きるよう，授業において積極的にＩ

ＣＴ機器を活用する。 

② 各学年のその時期の授業内容との

関連に配慮した教育図書の整備充

実等，学校図書館の環境整備に努め

る。 

③ 学級文庫や読書タイムの充実，図書

だよりの発行などを通して児童の

読書意欲を喚起する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，児童が 92.2％，教職員が

100％と数値目標を上回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②③の取組を継続して実施する。 
②については，ICT を活用した学校図書館

の運営に努める。 

Ａ11 児童は，高齢者に対

する感謝やいたわり

の心をもっている。         

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対しても思

いやりの心をもってい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

 

① 体験活動と関連を図った道徳科の

授業を実施し，生命や人権を尊重す

る心や，人を思いやる心などを涵養

する。     【Ａ２①再掲】 

② 人権教育年間指導計画に基づき，全

教育活動を通して人権教育を計画

的に実施する。 【Ａ２②再掲】 

③ 授業や行事等において，地域の方や

高齢者と交流する機会を設け，感謝

や相手を思いやる心を育む。 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，児童が 92.2%，教職員が

95.8％と数値指標を大幅に上回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②の取組を継続して実施する。 

③に関しては，コロナ禍ということもあり

交流活動を実施できない状況にあるが，ア

フターコロナを見据え，実施可能な活動を

検討していく。 

Ａ12 児童は，「持続可能

な社会」について，関

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，環境問題や防災

等の「持続可能な社会」に

ついて，関心をもってい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

 

① 各教科や総合的な学習の時間にお

ける環境教育等を通して，身近な事

柄から「持続可能な社会」への関心

を高め，環境と調和しながら生きる

意識や態度を育成する。 

 

② 東日本大震災や田川の氾濫等，災害

の具体事例から学ぶ機会を設け，防

災教育を充実する。 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，教職員が 100％，児童が

90.9％と数値指標を上回っており，昨年度

の数値と比較すると，どちらも上がった。 
 
【次年度の方針】 
①②の取組を継続して実施する。 
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Ｂ１ 児童は，自分のよい

ところに自信をもち，

自己肯定感をもって

生活している。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は，自分のよさに気

付き，いきいきと生活して

いる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

 

① 児童の自己肯定感を高められるよ

う，児童相互に認め合う場を数多

く設けるとともに，担任も認め励

ます指導に努める。【Ａ５①再掲】 

 

② 授業の振り返り活動を重視し，児

童が発揮したよさや努力したこと

を自覚できるような自己評価，相

互評価の場を設ける。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，児童が 86.3％，保護者が

89.7％と数値指標を上回っている。昨年度

の数値と比較すると，児童は上がったが，保

護者はやや下がった。 
 
【次年度の方針】 
①②の取組を継続して実施する。 
新型コロナウイルス感染症拡大防止に伴う

活動の制限や行事等の削減により児童の活

躍の場が減少しているが，その中でも児童

が自己肯定感を感じられるような活動を工

夫する。 

Ｂ２ 児童は，進んで運動

している。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「児童は，体育の授業や休

み時間に進んで運動して

いる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

 

① 楽しさと運動量のある体育の授業

実践に努める。 

② 各種検定カードを活用することで，

児童が進んで運動に親しむ機会を

充実する。 

③ 外遊びを奨励するとともに，児童会

（運動委員会）の活動などを通し

て，児童が様々な運動に親しめるよ

うにする。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，児童が 95.3％，保護者が

85.6％と数値指標を上回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②③の取組を継続して実施する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
目 
 

Ａ13 教職員は，特別な支

援を必要とする児童

の実態に応じて，適切

な支援をしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を

必要とする児童や外国人

児童の実態に応じて，適切

な支援をしている。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ９０%以上 

 

① 特別支援教育コーディネーターや児童

指導主任を中心に，全校で特別な支援が

必要な児童に関する共通理解を図り，ス

クールカウンセラーや外部の相談機関

を活用するなど，一人一人のニーズを

踏まえた支援を組織的に行う。 

 

② 特別支援学級の児童はもとより，通

常学級においても，必要に応じて個

別の支援計画を作成し，それに基づく合

理的な配慮を伴う指導に努める。 

Ｂ 

【達成状況】 
教職員の肯定的回答は 100％と数値指数を

大幅に上回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②の取組を継続して実施する。 
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Ａ14 教職員は，いじめが

許されない行為であ

ることを指導してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，いじめが許さ

れないことを熱心に指導

してくれる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

① 学級活動，道徳科の授業等を通し

て，人を思いやることや人権を尊重

することの大切さを指導するとと

もに，家庭とも連携して日常生活の

中でいじめが許されない行為であ

ることを繰り返し指導する。 

② 児童会が主体となり，児童が自ら「いじ

めゼロ運動」を推進できるよう支援し，

望ましい児童集団の育成に努める。 

③ 定期的なアンケートや教育相談等を通

して児童の心の状態を共感的に理解し

た上で，学校いじめ防止基本方針に基づ

き，組織的な対応によりいじめの早期発

見，早期解消を図る。 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，児童が 97.8％，保護者が

95.1％と数値指標を大幅に上回っている。 
昨年度に引き続き，いじめに対する取組に

ついて保護者や地域へ啓発を図ったこと

が，よい結果につながったと思われる。 
 
【次年度の方針】 
①②③の取組を継続して実施する。 

Ａ15 教職員は，不登校を

生まない学級経営を

行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，一人一人を大

切にし，児童がともに認め

励まし合うクラスをつく

ってくれている。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

① 児童の自己肯定感を高められるよ

う，児童相互に認め合う場を数多く

設けるとともに，担任も認め励ます

指導に努める。  【Ａ５①再掲】 

 

② 教育相談，アンケート，ＱＵ調査等

の結果を活用し，不適応傾向のある

児童の早期発見と不登校の兆候が

見られる児童に係る校内全体の情

報共有を図る。 

Ｂ 

【【達成状況】 
児童の肯定的回答は 97.2％と数値指標を大

幅に上回っている。配慮児童等に対する教

職員の「受け入れる姿勢」が，児童に良い影

響を与えていると思われる。 
 
【次年度の方針】 
①②の取組を継続して実施する。 
 

Ａ16 教職員は，外国人児

童生徒等の実態に応

じて，適切な支援をし

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援を

必要とする児童や外国人

児童の実態に応じて，適切

な支援をしている。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ９０%以上 

① 外国人児童について全校で共通理解を

図り，必要な支援やニーズを踏まえた

支援を組織的に行う。 

 

② 児童が互いの国籍や文化の違い等

を認め合い，尊重しながら生活でき

るよう，日常的な指導に努める。 

 

③ 外国人児童の実態や家庭環境に応じた

日本語指導教師の活用を行う。 

Ｂ 

【達成状況】 
教職員の肯定的回答は 100％と数値指標を

大幅に上回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②③の取組を継続して実施する。 
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Ａ17 学校は，活気があ

り，明るくいきいきと

した雰囲気である。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，活気があり，明

るく生き生きとした雰囲

気である。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ９０%以上 

⇒保護者 ９０%以上 

① 児童が生き生きと活動できる学校

行事や児童会集会活動等の実施に

努める。 

 

② 児童会活動において，児童の主体的

な活動を重視するとともに，縦割り

班活動を積極的に実施する。 

 

③ 授業や様々な活動を通して，教職員

が児童のよさや努力を認め励ます

指導を行う。 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，児童が 92.8％，保護者が

99.4％と数値指標を上回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②③の取組を継続して実施する。 

Ａ18 教職員は，分かる授

業や児童にきめ細か

な指導を行い，学力向

上を図っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方の授業は分かり

やすく，一人一人に丁寧に

教えてくれる。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ９０%以上 

① 教材研究に基づく分かりやすい授

業の展開とともに，授業の中でつま

ずいている児童への状況に応じた

支援に努める。 

 

② 朝の学習や家庭学習を通して復習

する機会を設け，基礎基本の定着を

図る。 

 

③ 分かりやすく楽しい授業を目指し，

授業研究会や授業を相互に見合う機会

を充実する。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
児童の肯定的回答は 96.9％と数値目標を上

回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②③を継続して実施する。 
ICT を活用し，きめ細かな授業の展開や個

に応じた指導に努める。 

Ａ19 学校に関わる職員

全員がチームとなり，

協力して業務に取り

組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校に関わる教職員が

チームとなり，協力して業

務に取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

① 「チーム昭和」の合言葉のもと，学

校の諸課題への対応や，学校行事の

準備・運営等に，教職員が相互に助

け合いながら一丸となって取り組

むよう努める。 

 

②  教職員の協働性を高めることに

視点を置き，教職員の得意分野や持

ち味が生きる組織運営に努めると

ともに，困難を感じる業務について

気軽に相談し，助け合える雰囲気を

大切にし合う。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
教職員の肯定的回答は 100％と数値指標を

上回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②の取組を継続して実施する。 
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Ａ20 学校は，教職員の勤

務時間を意識して，業

務の効率化に取り組

んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，教職員の勤務時

間を意識して，業務の効率

化に取り組んでいる。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

 

① 学校の働き方改革の視点に立って

教職員一人一人が，勤務時間を意識

し，業務の効率的な実施や計画的な

処理に努める。 

② 教職員の負担軽減に向け，学校の組

織運営の改善や，各種行事等の実施

方法の改善を行う。 

③ 学習情報システムをはじめとした

各種システムを効果的に活用し，業

務を効率的に進める。 

Ｂ 

【達成状況】 
教職員の肯定的回答は 79.2％と数値指標を

下回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②③の取組を継続して実施する。 
また，打合せや職員会議の縮小，ミライム掲

示板等の活用を行い，放課後の時間を確保

する。 
 

Ａ21 学校は，「小中一貫

教育・地域学校園」の

取組を行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，小学校と中学校

が連携した「小中一貫教

育・地域学校園」の取組を

行っている。 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

① 星が丘地域学校園ビジョンに基づ

き，自己肯定感を高める取組を重点

として小中一貫教育・地域学校園を

推進する。 

② 乗り入れ授業，教科分科会，６年生

の進学先中学校訪問等を，目的を明

確にして効果的に実施する。 

③ 地域学校園事務室や，学校一人配置

職員の分科会を通して，学校園内の

相互支援体制を充実する。 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，教職員が 100％，保護者が

92.1％と数値指標を上回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②③の取組を継続して実施する。 
 

Ａ22 学校は，地域の教育

力を生かした特色あ

る教育活動を展開し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，家庭・地域・企

業と連携・協力して，教育

活動や学校運営の充実を

図っている。」 

における肯定的回答 

⇒保護者  ８５%以上 

⇒地域住民 ８５%以上 

① 昭和小学校地域協議会（夢工房）を

定期的に開催し，学校経営方針への

保護者，地域住民の意見反映や，学

校関係者評価の実施などを行って

いる。 

② 校外での体験活動時の安全確保や，

授業への支援などへの協力，参画を

得て，学校支援ボランティアを有効

に活用している。 

③ 家庭や地域社会との連携による体

験的活動「昭和小インターンシッ

プ」を実施し，キャリアパスポート

を効果的に活用することで，児童が

将来の夢や希望を描いたり，実現に

向けて努力したりする態度を育成

する。     【Ａ７②再掲】 

 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，保護者が 96.1％，地域住民

が 100％と数値指標を上回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②③の取組を継続して実施する。 
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Ａ23 学校は，家庭・地域・

企業等と連携・協力し

て，よりよい児童の育

成に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，家庭・地域・企

業と連携・協力して，教育

活動や学校運営の充実を

図っている。」 

における肯定的回答 

⇒保護者  ８５%以上 

⇒地域住民 ８５%以上 

① 昭和小学校地域協議会（夢工房）を

定期的に開催し，学校経営方針への

保護者，地域住民の意見反映や，学

校関係者評価の実施などを行って

いる。     【Ａ２２①再掲】 

② 校外での体験活動時の安全確保や，

授業への支援などへの協力，参画を

得て，学校支援ボランティアを有効

に活用している。 【Ａ２２②再掲】 

③ 家庭や地域社会との連携による体

験的活動「昭和小インターンシッ

プ」を実施し，キャリアパスポート

を効果的に活用することで，児童が

将来の夢や希望を描いたり，実現に

向けて努力したりする態度を育成

する。     【Ａ７②再掲】 

 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，保護者が 96.1％，地域住民

が 100％と数値指標を上回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②③の取組を継続して実施する。 

Ａ24 学校は，利用する人

の安全に配慮した環

境づくりに努めてい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，利用する人の安

全に配慮した環境づくり

に努めている。」 

における肯定的回答 

⇒教職員 ８５%以上 

⇒保護者 ８５%以上 

① 毎月，各教室，特別教室，廊下，体

育館等を，チェック項目に基づく安

全点検を実施し， 危険個所につい

ては迅速な改善や修繕に努める。 

② 危機管理マニュアルを整備すると

ともに，避難訓練や引き渡し訓練等

を通して，火事，地震，竜巻，不審

者侵入等の不測の事態への備えを

万全にする。 

③ 新型コロナウイルス感染症対策，イ

ンフルエンザ蔓延予防対策，熱中症

予防対策など，時期に応じた保健指

導管理に努める。 

 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，教職員が 100％，保護者が

95％と数値指標を上回っている。保護者は

昨年の数値を上回った。 
 
【次年度の方針】 
①②③の取組を継続して実施する。 

Ａ25 学校は，学習に必要

なＩＣＴ機器や図書

等を整えている。  

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，ＩＣＴ機器や図

書等を学習に活用してい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ８５%以上 

⇒教職員 ８５%以上 

① 児童がコンピューターや情報通信

ネットワークなどの情報手段に親

しみ，適切に活用する能力を育成で

きるよう，授業において積極的にＩ

ＣＴ機器を活用する。 

【Ａ１０①再掲】 

② 各学年のその時期の授業内容との

関連に配慮した教育図書の整備充

実等，学校図書館の環境整備に努め

る。     【Ａ１０②再掲】 

③ 学級文庫や読書タイムの充実，図書

だよりの発行などを通して児童の

読書意欲を喚起する。 

【Ａ１０③再掲】 

 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，児童が 92.2％，教職員が

100％と数値目標を上回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②③の取組を継続して実施する。 
②については，ICT を活用した学校図書館

の運営に努める。 
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Ｂ３ 教職員は，児童のよ

さや努力を認め励ま

す指導をおこなって

いる。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「先生は，自分のよいとこ

ろを見つけて，ほめてくれ

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ９０%以上 

⇒保護者 ９０%以上 

 

① 児童の自己肯定感を高められるよ

う，児童相互に認め合う場を数多く

設けるとともに，担任も認め励ます

指導に努める。【Ａ５①再掲】 

② 教職員が相互に，児童のよさや努力

していることなどを伝え合うこと

により，担任等が児童を認め励ます

機会を充実する。 

③ 児童のよさや児童が努力したこと

を保護者に積極的に伝える。 

Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，児童が 93.4％，保護者が

96.3％と数値指標を上回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②③の取組を継続して実施する。 

Ｂ４ 学校は，八幡山を活

用した教育活動を通

して，特色ある学校づ

くりを推進している。 

【数値指標】 

学校独自アンケート 

「学校は，八幡山を利用し

た行事等を行い，特色ある

学校づくりを進めてい

る。」 

における肯定的回答 

⇒児 童 ９０%以上 

⇒保護者 ９０%以上 

① 八幡山ウォークラリー大会，山野横

断持久走大会など，八幡山の施設等

を有効に活用して実施する。 

 

② 生活科，総合的な学習の時間などの

年間指導計画に位置付けて，八幡山

に関わりながら学習する機会を計

画的に設ける。 
Ｂ 

【達成状況】 
肯定的回答は，児童が 96.9％，保護者が

97.6％と数値指標を上回っている。 
 
【次年度の方針】 
①②の取組を継続して実施する。 

 
〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
 本校では，学校教育目標の具現化に向け，「からだ元気，こころ元気，元気に学ぶ昭和の子」を合言葉として，『昭和の子

元気プラン２０２２』を推進し，努力点の重点化を図りながら，教育活動の充実を図ってきた。また，保護者や地域と協働

して，八幡山を活用した学校行事や，児童を主体とした縦割り班活動などを展開するとともに，認め励ます教育を推進し，

子どもが楽しく学び，居がいのある学校づくりを目指してきた。 
今年度もコロナ禍で教育活動が制限され，保護者や地域住民の皆様に直接学校の様子を見ていただく機会が少なかった

が，宇都宮市共通の項目すべてにおいて保護者の肯定的回答割合が市内小学校肯定的回答平均値を上回るなど，全体的に高

い値となった。特に「学校全体に活気があり，明るくいきいきとした雰囲気である」の割合は 99.4％と高かった。さらに，

地域住民の肯定的回答割合はほぼ 100％で，市の平均値を上回っている。「学校は，『小中一貫・地域学校園』の取組を行って

いる」の割合のみ市の平均値をやや下回ったが，昨年度と比較すると 6.1 ポイント向上している。これらの結果は，教職員の

日々の努力に加え，学校ホームページ等を活用して積極的に学校の様子を発信したためではないかと考えられる。 
一方，本校独自の項目「児童は，自分のよさに自信をもち自己肯定感をもって生活している」「児童は，休み時間などに進

んで運動している」の肯定的回答割合については昨年度を下回っているため，今後の課題として改善を図っていきたい。 
また，児童の評価では，「学校は，いじめ対策に熱心に取り組んでいる」「教職員は，一人一人の児童を大切にし，児童が

ともに認め励まし合う学級づくりを行っている」の肯定的回答割合が 97％以上と高い値であった。児童の教職員に対する信

頼が感じられる結果となったのは，本校の教職員が，児童一人一人としっかり向き合い，認め励まし，制限の多い中でも工

夫して教育活動に取り組んできた成果と思われる。 
○星が丘地域学校園では，「自己肯定感を高め，学び続ける力を育てる」ことを小中連携の共通目標として取り組んでいる。

「教職員は，児童のよいところを見つけほめている」の肯定的回答割合は，保護者 96.3％，地域住民 100％と今年度も高い

値だったが，児童は 93.4％と昨年度をやや下回ったので，より一層児童の意識を高めるような関わり方を工夫していく。 
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７ 学校関係者評価 
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，第４回地域協議会は書面開催となった。そこで，うつのみや学校マネジメン

トシステム全体アンケートの結果及び本学校評価書における教職員による自己評価結果を協議会役員・委員に送付し，学校

関係者評価としての意見を求めることとした。その結果，次のような回答が得られた。 
・とても良い。 
・地域住民としては，妥当だと思う。 
・Ａ８「児童は，宇都宮のよさを知っている」とＡ１０「児童は，パソコンや図書等を学習に活用している」について，達

成状況の高さを評価する。 
・アンケート（Ａ７）から，児童は英語に興味があると感じられる。英語が分かる・話せることで世界が広がるので，苦手

意識をもつ前に慣れる教育をしていただき，方言くらいの気楽さで英語が飛び交うようになったら楽しいと思う。 
・教育目標にある「やさしい子」「元気な子」「よく学ぶ子」がよくできていると思う。 
・学校全体に活気があり，先生たちがいつも笑顔で対応しているのが良い。 
・学校全体に活気があり，明るくいきいきしていることは，いじめ対策に熱心に取り組んだからこそとも思われ，教職員の

努力に感謝する。 
・Ａ２０「学校は，教職員の勤務時間を意識して，業務の効率化に取り組んでいる」の数値の大幅な下降が気になる。 
・全体的に教育環境の改善に取り組まれている。今後は特に教職員の業務改善，業務負担軽減に向けて，一層の努力をいた

だきたい。 
・子どもたちが社会で生きていく上で，自己肯定感は重要なことであり，その点の前進をお願いしたい。 

 
８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
全体として，市内の小学校の平均と比較して良い評価をいただくことができた。学校の自己評価や保護者，児童，地域協

議会委員の皆様方から寄せられた御意見などを真摯に受け止め，次年度の方策について具体的に検討していきたい。 

・次年度は，新型コロナウイルス感染症対策のための制限が緩和され，コロナ以前に行っていた教育活動がほぼ実施できる

ようになると思われる。そこで，八幡山など地域の教育資源を活用した教育活動等の充実に努め，特色ある学校づくりを一

層推進する。 

・評価の高い項目については次年度も継続して指導していくが，教職員の肯定的回答割合と児童の肯定的回答割合に差があ

る項目もあるので，更に意識して指導にあたるようにする。  
・「いじめが許されない行為であることへの指導」については，児童・保護者共に肯定的回答割合が増え，特に保護者につい

ては大きく向上したが，すべての児童が安心して学校生活を送ることができるよう，児童の肯定的回答が１００％になるこ

とを目指して繰り返し指導を続ける。 

・学校関係者評価の中で，教職員の勤務に関わる課題が指摘されたので，次年度は「働き方改革」をより意識しながら，更

に業務の効率化に取り組んでいく。 

○地域学校園の最重点目標である「自己肯定感を高める指導」については，教職員や保護者の評価と比べて児童の自己評価

が低い傾向にあるため，今まで続けてきた「認め励ます指導」をバージョンアップして「認める・褒める・励ます」指導の

充実を図り，引き続き学校と家庭で連携しながら，継続して取り組んでいく。 
 


